（様式２）

企　画　提　案　書

	１事業者
	商号・名称又は氏名
	

	
	所在地又は住所※
	

	
	※が市外の場合、市内に営業所等があれば、右欄も記入すること
	営業所等の商号・名称
	

	
	
	営業所等の所在地
	

	
	主として営む事業
	

	
	本市の競争入札参加資格者名簿への登録
	登録の有無
	登録種目

	
	
	□　有　□　無
	

	２　事業協力金の提案金額等
	　　販売額の　　　　　　　　　　　　　％
　　　※　小数点以下第２位まで記入して下さい。

	
	　　自動証明写真機の１回当たりの撮影料金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　※　１回当たりの撮影料金は、近傍同種の自動証明写真機の撮影料金と均衡を考慮した額として下さい。

	３　国又は地方公共団体への設置実績
	設置年度
	自治体名
	設置年度
	自治体名

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	（注１）令和６年１月１日現在で記入して下さい。

（注２）過去３年以上の設置実績を記入（令和３年１月１日以前の設置実績から記入）して下さい。

（注３）実績が多数あって記載しきれない場合には、本事業と類似した事例（旅券を扱う施設への設置事例）を優先して記載して下さい。
（注４）内容が把握できるものであれば、別資料の提出に代えても構いません。

	４　巡回頻度
	平常時における巡回点検・消耗品補充等の頻度について該当するものを下記項目から選択
（１項目のみ選択可）
　□　１回／週以上
　□　１回／週未満～２回／月以上
　□　１回／月
　□　１回／月未満

	５　機 能 等
	設置する自動証明写真機の機能等について該当するものを下記項目から選択（複数選択可）
　□　令和６年１月１日時点で、仕様書７⑴及び⑵に掲げる全ての機能等を満たしていること。
　□　音声案内以外にも、撮影タイミングをデジタル表示すること。
　□　撮影に当たって、自動フレーミング機能等により、イスの高さ調整が不要であること。
　□　車イス利用者が、自ら、証明写真機内のイスを動かし（証明写真機等の設置範囲内に限る。）、車椅子で進入できるスペースを確保できること。撮影後も同様に、自動証明写真機内のイスを元に戻すことができること。
　□　撮り直し機能がついていること。
　□　消費電力は下記以内であること。

　　　・動作時：６００Ｗ（６．０Ａ×１００Ｖ）

　　　・待機時：３５０Ｗ（３．５Ａ×１００Ｖ）
（注）　選択した項目について、別途添付する「設置機器の詳細（カタログ等）」で確認できない場合は、確認できる資料を添付して下さい。

	６　そ の 他
	※　その他、自動証明写真機及び管理方法等について、ＰＲすべきことがありましたら記入して下さい。


企　画　提　案　書　記　載　要　領
１　事業者について

⑴　「商号・名称又は氏名」及び「所在地又は住所」については、応募用紙の記載内容と整合を図ってください。

⑵　法人の「所在地」が広島市外の場合、広島市内に営業所、支店等があれば、「営業所等の商号・名称」及び「営業所等の所在地」も忘れずに記載してください。

⑶　「主として営む事業」へは、単に「○○○業」とのみ記入するのではなくて、具体的かつ詳細に記載してください。

⑷　「本市の競争入札参加資格者名簿への登録」の「登録の有無」へは、該当する方のスペース（□）へチェック（✓）を付すとともに、登録種目へ登録種目分類表における番号・種目（０１－０１・一般印刷、３０－０４・広報・宣伝、など）を記載してください。
２　事業協力金の提案金額等について

⑴　本市に納付していただく事業協力金の額が、販売額の何％（小数点以下第２位まで記入）となるのかを記載して下さい。
⑵　自動証明写真機の１回当たりの撮影料金を記載して下さい。１回当たりの撮影料金は、近傍同種の自動証明写真機の撮影料金と均衡を考慮した額として下さい。
⑶　次の条件を全て満たしているものを記載してください。なお、次の全ての条件を満たしていない場合は、失格とします。
　ア　１回あたりの撮影料金が１，１００円以下であること。
イ　販売額に対する事業協力金の割合は５０％以上であること。

ウ　自動証明写真機１回当りの撮影料金に、販売額に対する事業協力金の割合を乗じた額が３５０円以上であること。
３　国又は地方公共団体への設置実績について

2 　地方公共団体とは、普通地方公共団体及び特別地方公共団体（地方自治法第１条の３）のことをいう。

3 　実績は、令和６年１月１日現在で記入して下さい。
4 　過去３年以上の設置実績を記入して下さい。（令和３年１月１日以前の設置実績から記入して下さい。）
⑷　実績が多数あって記載しきれない場合には、本事業と類似した事例（旅券を取り扱う施設への設置事例）を優先して記載してください。
⑸　内容が把握できるものであれば、別の資料の提出に代えても構わない。

４　巡回頻度について
　　平常時（※）における巡回点検・消耗品補充等の頻度について、該当する項目のスペース（□）へチェック（✓）を付して下さい。なお、チェック（✓）は、１項目のみに付して下さい。
　　※平常時とは、仕様書７⑵アに掲げる繁忙期以外の日のことをいう。
５　機能等について
　　設置する自動証明写真機の機能等について、該当する項目のスペース（□）へチェック（✓）を付して下さい。なお、チェック（✓）は、複数項目に付すことができます。
６　その他について
　　その他、自動証明写真機及び管理方法等について、ＰＲすべきことがありましたら記入して下さい。
